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研究成果の概要（和文）：日本沿岸（駿河湾、瀬戸内海、四国沖、奄美大島、琉球列島）で得られた標本をもと
に形態学的観察、分子系統解析、生活史の観察を行い、日本産冠クラゲ目（鉢クラゲ綱）の分類学的精査を行っ
た。その結果、冠クラゲ目のポリプおよびクラゲの標本を複数種、採集することができた。また、分子系統解析
に用いる16SrDNAや18SrDNA、COXIについて配列データを得て、分子系統解析を作成し、種間および系統関係を推
察した。イラモおよびエフィラクラゲについては生活史の観察を進め、ポリプとクラゲの種関係を明らかにする
ことができた。その結果、エフィラクラゲ属には日本初記録種や未記載種が複数種含まれることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The author made detail observations of the morphology, molecular and 
development of Coronatae based on collected from Japanese waters (Suruga Bay, Seto Inland Sea, off 
Shikoku, Amami Island, Ryukyu Islands). Some specimens of Coronatae medusae and polyps were 
collected. Molecular phylogenetic trees were made on 16SrDNA, 18SrDNA and COXI. Development of 
Stephanoscyphistoma and Nautithoe spp were observed. Givin the result of this study, unrecorded and 
undescribed species of Nautithoe are inhibit in Japanese waters.

研究分野： 系統分類学

キーワード： 鉢クラゲ綱　冠クラゲ目　系統分類学　生活史　生活環　ポリプ　イラモ　エフィラクラゲ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本近海でみられる代表的な冠クラゲ目としてイラモが挙げられる。イラモは強烈な刺胞毒をもち深刻な刺傷を
もたらすため公衆衛生上の問題種とみなされている。また、冠クラゲ目はクラゲとポリプで全く異なる形態をも
つため、互いに別種とされるような分類学的混乱が起こっている。さらに冠クラゲ目は化石種で構成される
Conulataeに近縁であるとされている。本研究では日本産冠クラゲ目全種を対象に生活史の観察を行った上で分
類学的精査を進め日本沿岸に生息する冠クラゲ目の多様性や生態、系統進化に関する新しい知見を得ることがで
きた。本知見は冠クラゲ目による刺傷対策の基礎になるとともに、分類学的整理の基盤となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 鉢クラゲ綱冠クラゲ目 Coronatae は、冠状の傘をもつクラゲの仲間である（図 1）。冠クラゲ
目は他のクラゲと同じく、浮遊生活するクラゲと底生生活するポリプ（図 2）を世代交代する生
活史をもつ（図 3）。他の鉢クラゲと異なる点は、ポリプがキチン質の鞘で包まれ、その中でク
ラゲの形成（横分裂）が行われることである。日本近海でみられる代表的な冠クラゲ目として、
イラモ Nausithoe racemosa が挙げられる（図 2）。イラモは磯だまりや潮下帯など浅海域に生
息する塊状のポリプで、体内に強烈な刺胞毒をもつ。うっかり触れると強烈な痛みとともに水膨
れになり、火傷状の傷跡が残るなど深刻な刺傷をもたらすため、公衆衛生上の問題種とみなされ
ている。 
冠クラゲ目のクラゲとポリプは、互いに全く異なる形態や生態をもつ。そのため、互いに別種

として分類されるような混乱が起きている。例えば、イラモから遊離したクラゲはエフィラクラ
ゲ Nausithoe punctata（図 1）と呼ばれ、同種にも関わらずクラゲとポリプで別の学名および
和名が使われている。このような分類学的混乱を解決するには、種同定がなされているクラゲか
ら卵を得てポリプまで育て、そこからクラゲを遊離させることにより、ポリプとクラゲの種の関
係を明らかにする必要がある。すなわち、生活史を解明した上で、種同定および分類学的な整理
を行うことが必須である。 
日本産冠クラゲ目は現在、11 種がしられている。これら既報告種に加え、近年では日本各地

で本邦未記録種が報告されてきた。南日本で得られた標本については申請者により、日本初記録
種の Linuche draco（新称：ユビヌキクラゲ）であることが明らかにされた（Toshino 2020）。
しかしながら、日本産冠クラゲの種の検索表が機能していないため、多くの種が未同定の状態に
ある。このように、日本近海には実際にしられているより、多くの種が存在する可能性が高い。
日本産冠クラゲ目の多様性を明らかにするためには、既報告種と未同定種を含めた分類学的再
検討が急務である。 
冠クラゲ目の系統類縁関係については古くから議論が行われてきた。冠クラゲ目は盤クラゲ

亜綱（旗口クラゲ目および根口クラゲ目）と同様に、鉢クラゲ綱の独立した一目として扱われて
きたが、最近では化石種で構成される Conulatae に近縁とされている。一方、冠クラゲ目は盤
クラゲ亜綱と近縁で、Conulatae は十文字クラゲ綱と近縁という仮説もあり、議論に決着はつい
ていない。また、冠クラゲ目の中にはクロカムリクラゲのように、プラヌラがポリプを経ず、直
接クラゲへ変態する直達発生する事例や、イラモの一種のように、ポリプから成熟したクラゲが
遊離し、速やかに放卵放精して死を迎える事例もある（Toshino in prep.）。すなわち、冠クラゲ
目の中にはクロカムリクラゲやイラモの一種のように、底生世代（ポリプ）や浮遊世代（クラゲ）
が退化的な種があり、刺胞動物門の系統進化や系統類縁関係を推察するうえで、重要な情報であ
ると考えられる。このように、生活史を観察することにより、従来の形態学的手法や分子生物学
的手法だけでは得られない刺胞動物門の系統類縁関係に関する全く新しい証拠が得られる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では生活史の観察に基づいた、日本産冠クラゲ目の分類学的再検討を行うことを目的
とした。 
本研究の学術的独自性と創造性としては、飼育下で生活史の観察を行うことにより、ポリプと

クラゲの関係を明らかにする点である。冠クラゲ目のポリプとクラゲは互いに全く異なる形態
を示す。そのため、ポリプからクラゲを遊離させ、ポリプとクラゲの種の関係を明らかにするこ
とが必須である。しかしながら、これまでの主な研究対象はポリプかクラゲのどちらか一方であ
った。冠クラゲ目では、飼育技術や手法が確立されておらず、長期飼育が困難とされている。申
請者はクラゲ類の高い飼育技術を有しており、これまで他のクラゲ（立方クラゲ類やヒドロ虫類）
で生活史を明らかにし、新種記載を行ってきた。冠クラゲ目においても、これまでに培った飼育
技術を応用して生活史を観察することにより、ポリプとクラゲの関係解明につなげることがで
きると考えている。また、本研究では種同定の有効なツールとなる検索表を生活史の各ステージ
（ポリプ、エフィラ、クラゲ）で作成する予定である。冠クラゲ目において、このような試みは
なされておらず、本研究が初となる。 
ポリプは実験試料として非常に優れた特徴がある。すなわち、①寿命が非常に長い（数十年以

上）。②体サイズが小さいため、小型のシャーレや水槽など比較的、省スペースで飼育できる。
③自身のクローンを出芽などにより、増殖させることができるため株分けが容易である。④増殖
した個体は全てクローン個体であるため、実験系の一貫性を保つことができる。本研究により、
冠クラゲ目のポリプを得ることができれば、ポリプを用いた研究に着手することが可能となり、
分類や生態、環境学など様々な研究分野での波及効果が期待できる。 
 
３．研究の方法 
本研究は 3か年計画で実施した。1 年目に生体サンプルを用いた飼育実験を行った。2年目以

降は飼育実験を継続しつつ、野外採集調査で得られた標本を用いて形態観察、ＤＮＡ分析を行っ



た。これらにより、日本産冠クラゲ目の多様性を明らかにし、分類学的整理を行った。 
 

1. 標本採集（令和 3年度～5年度） 
 冠クラゲ目は日本沿岸の浅海から深海まで広く生息する。そのため、日本近海で広く採集調査
を実施する。冠クラゲ目のポリプおよびクラゲは徒手やダイビング、プランクトンネットにより
採捕する。採集場所はこれまでの報告や予備的な調査により、実績のある海域（紀伊半島、四国、
九州、沖縄）を予定している。また、上記以外の海域やアクセス困難な深海で得られる標本につ
いては、外洋航海に参加して採集するとともに、協力関係にある大学や研究機関、水族館と密に
連携をとり、標本提供を依頼する。以上により、日本産冠クラゲ目の標本を網羅的に収集する。 
 
2. 日本産冠クラゲ目の分類学的精査（令和 3年度～5年度） 
① 生活史の観察（令和 3年度～4年度） 
 冠クラゲ目の生活史に関する情報は断片的であり、いくつかの種については生活史が全くわ
かっていない。本研究では、生活史が解明されていない深海性のヒラタカムリクラゲ、ムラサキ
カムリクラゲ、ギリシャジュウジクラゲ、ベニマンジュウクラゲの 4 種、および分類が混乱して
いる浅海性のイラモとエフィラクラゲを中心に生活史の観察を行う。具体的な方法としては、成
熟したクラゲから卵を得て、プラヌラ、ポリプ、エフィラ、クラゲへと至る成長の過程を詳細に
観察する（図 3）。 
② 形態学的観察（令和 4年度～5年度） 
 冠クラゲ目のポリプはキチン質の鞘をもち、微小構造により種判別される。本研究では、電子
顕微鏡下でポリプを観察、写真撮影し、ポリプの外部形態や微小構造を精査する。クラゲは実体
顕微鏡下で観察し、種判別の決め手となる縁弁、触手、環状溝、水管などの構造を精査する。得
られた形態形質、計測形質を基にポリプとエフィラ、クラゲの種の検索表を作成する。 
③ 分子系統解析（令和 4年度～5年度） 
 DNA 分析は種判別や系統関係を推定するための強力な手法である。しかしながら、GenBank な
どの DNA データベースに登録されている冠クラゲ目の配列データは非常に不足している。本研
究では、種判別に有効な 16S、18S、28S 領域を対象に DNA 分析を行い、日本産冠クラゲ目全種の
塩基配列を解読する。また、得られた配列データを既存のデータと比較することにより種判別を
行うとともに、分子系統樹を作成し、冠クラゲ目の系統関係を推察する。これらにより、生活史
の観察や形態学的観察と合わせて、より確実に種同定や分類を行う。 
 
４．研究成果 
 日本沿岸（駿河湾、瀬戸内海、四国沖、奄美大島、琉球列島）にてプランクトンネットやシュ
ノーケリング、SCUBA による採集調査を行った。その結果、冠クラゲ目のクラゲとポリプを数種、
採集することができた。また、研究協力者からクラゲの標本の提供を受けた。これらのクラゲと
ポリプは形態観察（傘、触手、感覚器、水管構造など）を行い、既知種との比較を行った。高知
県沖で得られたサンプルについては日本初記録種、琉球列島で得られたサンプルは未記載種で
あると考えられた。日本各地で得られたエフィラクラゲ属についても、複数種が含まれる可能性
が高いと考えられた。 
 分子系統解析については、全てのサンプルで DNA 抽出を行った。16SrDNA や 18SrDNA、COXI に
ついて PCR を実施した。ほぼ全てのサンプルについては良好な DNA 増幅が確認できたものの、目
的領域の増幅が確認できなかったサンプルもあった。おそらく、PCR プライマーがあっていない
と思われるため、データベースの配列データを参考に、新規の PCR プライマー設計を進めてい
る。得られた配列データから分子系統樹を作成し、系統関係や種同定を行った。16SrDNA や COXI
領域は種間比較に適していたが、18SrDNA 領域では変異が少なく、種間比較には不向きであった。 
 沖縄および高知で採集されたエフィラクラゲ科については受精卵が得られ、ポリプまで育成
することができた。また。ポリプからエフィラを遊離させ、育成することができた。これらの成
果は論文としてまとめているところである。イラモの飼育も進めており、今後はクラゲを遊離さ
せ、分類学的精査を進めていく予定である。 
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